
 （1） Ａ
 （2） （Ａを食べる）Ｂの数が減ったこと。
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  （1） 同じ地域にすんでいる 2種類の動物で，どちらかがもう一方を食べる関係にあるとき，
基本的には食べられる動物の数は，食べる動物の数より多くなります。グラフでは，全体的
にＡのほうがＢよりも数が多いので，草食動物はＡといえます。
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  また，グラフを注意して見ると，Ａの数が増えると，数年後にＢの数が増えています。ま
た，Ａの数が減ると数年後にＢの数が減っています。これは，ＢがＡをえさとしているから
だと考えられます。動物を食べるのは肉食動物なので，食べられる動物であるＡが草食動物
だと考えられます。

（2） ＡをえさとするＢの数が減れば，
Ａは食べられる数が減るので，Ａ全
体の数は増えていきます。グラフの
①の数年前には，Ｂの数が急に減っ
ていることから，Ａは食べられる数
が減り，その結果，Ａの数が増えた
と考えられます。
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ピラミッドの下の
生き物ほど，数が
多かったね。

  （1） 同じ地域にすんでいる 2種類の動物で，どちらかがもう一方を食べる関係にあるとき，
基本的には食べられる動物の数は，食べる動物の数より多くなります。グラフでは，全体的
にＡのほうがＢよりも数が多いので，草食動物はＡといえます。
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  また，グラフを注意して見ると，Ａの数が増えると，数年後にＢの数が増えています。ま
た，Ａの数が減ると数年後にＢの数が減っています。これは，ＢがＡをえさとしているから
だと考えられます。動物を食べるのは肉食動物なので，食べられる動物であるＡが草食動物
だと考えられます。

（3） ＢはＡをえさとするので，えさであるＡの数が増えてからでないと，Ｂの数は増えません。
そのため，Ａの数が増えてしばらくしてからＢは増えることになります。

（4） Ｂがいなくなると，えさになっていたＡは食べられなくなるので，数は増えていきます。
しかし，ある程度以上に増えると，Ａが大量のえさを消費することによってＡのえさとなる
もの（植物）の数がだんだん減っていくので，Ａの数は減っていきます。

（2） ＡをえさとするＢの数が減れば，
Ａは食べられる数が減るので，Ａ全
体の数は増えていきます。グラフの
①の数年前には，Ｂの数が急に減っ
ていることから，Ａは食べられる数
が減り，その結果，Ａの数が増えた
と考えられます。
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Ｂがいなくなる→Ａが増える→Ａのえさが少
なくなる→Ａが減る→Ａのえさが増える→Ａ
は増える→……
このような変化が時間をかけてくり返されて
いくんだよ。

ピラミッドの下の
生き物ほど，数が
多かったね。
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